
平成 29年 5月 25日（木）、公明党鈴鹿市議団として、「ユニバーサルデザインの推進を

求める要望書」を、末松則子市長に手渡しました。 

 

 

ユニバーサルデザインの推進を求める要望書  

 

 政府は、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向け、全国展開を見

据えつつ、世界に誇れる水準でユニバーサルデザイン化された公共施設・交通インフラを

整備するとともに、心のバリアフリーを推進することにより、共生社会を実現することを

目指す「ユニバーサルデザイン 2020 行動計画」を策定し、施策を実行するための関係閣

僚会議を設置しました。 

本市においても、2018 年に「全国高等学校総合体育大会（インターハイ）東海総体」、

2021 年には「第 76回国民体育大会（三重とこわか国体）」が開催されることから、全国各

地から多くの人々が訪れることが予想されます。 

 これを機に、高齢者や障がい者だけでなく、子ども、妊産婦、外国人など、誰もが安心

して生活・移動できるユニバーサルデザインの街づくりや、心のバリアフリーを含め、全

ての人の社会参加を後押しする取り組みを一層強化すべきであります。 

 ユニバーサルデザイン化された公共施設・交通インフラの整備を進めるとともに、心の

バリアフリー化を進めるために、人権教育から見たユニバーサルデザインの学習、すべて

の子どもが「分かる」「できる」ユニバーサルデザインの視点を取り入れた保育・授業を行

うことを求め、下記の事項を要望致します。 



 

記 

  

1． 文化、スポーツ施設など大型公共施設、道路など交通インフラにおけるユニバーサルデ

ザイン化を着実に推進すること。 

2． 市役所本庁舎や文化、スポーツ施設などにおいて、点字や案内用図記号（ピクトグラム）

表示の充実や音声案内誘導システムの導入、オストメイト対応トイレの整備などを計画

的に行うこと。 

3． 車いすなどによる移動に対応できるよう、歩道の幅員確保や段差・勾配の解消、視覚障

がい者用誘導ブロックの設置を進めること。 

4． 多くの人が集まる施設で聴覚障がい者に対応した火災警報設備等、全ての人に対して緊

急警報及び避難誘導が出来るよう施設整備を進めること。 

5． すべての子どもが「分かる」「できる」授業づくりとして、ユニバーサルデザインに基

づく保育・授業の充実を図ること。 

6． 共生社会を実現する上で必要な差別解消、人権教育のためのユニバーサルデザインの学

習を定期的に行うこと。 

 

以上 


